










要約:長期療養児の心理社会的問題を調査するため、昨年度の文献的考察を踏まえ、今年

度は患児・両親・治療者を対象としたアンケートを作成し、全国 45 施設に送付、現在ま

でに 11 施設から回答を得た。患児総数は 152名、うちアレルギー疾患が 94 名、腎疾患が

26 名、悪性腫瘍が 16 名、内分泌・代謝疾患が 5 名、神経・筋疾患が 4 名、その他 7 名で

あった。患児の精神症状や家族・友人・学校との葛藤などは決して少なくない印象を得た。

また家族の結束や協力体制がむしろ強くなったとする回答が予想に比し多かったが、全体

的にはまだ不十分であることがうかがわれた。治療者による患児'家族の心理社会的状況

の把握は予想以上に不十分で、今後治療者向けの工夫の必要性が示唆された。


